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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 18,230 △4.0 1,381 △7.8 1,484 △3.7 930 △4.2 

26年３月期第３四半期 18,993 5.8 1,498 △7.9 1,542 △6.5 971 0.8 
 
（注）包括利益 27年３月期第３四半期 1,039 百万円 （△17.6％）   26年３月期第３四半期 1,260 百万円 （42.5％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 77.30 － 

26年３月期第３四半期 80.71 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 38,892 30,418 78.2 2,527.72 

26年３月期 37,222 29,759 80.0 2,472.92 
 
（参考）自己資本 27年３月期第３四半期 30,418 百万円   26年３月期 29,759 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 15.00 － 20.00 35.00 

27年３月期 － 15.00 －     

27年３月期（予想）       20.00 35.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 23,960 △6.1 1,700 △12.0 1,900 △9.2 1,100 △14.7 91.41 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料Ｐ.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の 

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期３Ｑ 12,500,000 株 26年３月期 12,500,000 株 

②  期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 466,022 株 26年３月期 465,961 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 12,033,990 株 26年３月期３Ｑ 12,034,075 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 なお、上記予想については添付資料のＰ.２をご参照ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

「スクラップ売却益」につきましては、従来、「営業外収益」に計上しておりましたが、金額的重要性が増して

きたことから、当社グループの実態をより適切に表すため、第１四半期連結会計期間より「売上高」と「売上原

価」に含めて表示する方法に変更いたしました。このため、当該変更を反映した組替後の数値で前年同期比較を行

っております。

 

（１）経営成績に関する説明

① 全般の状況

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢の改善や日銀の金融政策の追加緩和などから緩や

かな回復基調が続いておりますが、個人消費の低迷や海外経済の減速など景気の先行きには不透明感が増してま

いりました。

 当社グループの属する給水装置業界におきましては、消費税増税後の住宅投資が低迷し、新設住宅着工戸数は

前年同期比減少が続くなど厳しい状況となりました。

 このような状況下、当社グループは、営業力の強化による販売シェアの確保、地上製品の販路拡大、さらに東

北地区での復興需要の取り込みなどに注力してまいりましたが、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動が続き、

売上高は前年同期比4.0％減の182億30百万円、営業利益は前年同期比7.8％減の13億81百万円、四半期純利益は前

年同期比4.2％減の９億30百万円となりました。

 

② セグメント別の状況

〔埋設事業〕

 埋設事業におきましては、新設住宅着工戸数の減少により、売上高は前年同期比6.0％減の107億８百万円とな

りましたが、セグメント利益は設備費用負担の軽減もあり前年同期比0.2％増の29億16百万円とほぼ横ばいとなり

ました。 

 

〔地上事業〕

 地上事業におきましては、施工性の優れたワンタッチ継手などの売上が増加しましたが、戸建住宅向けの配管

ユニットの売上が減少し、売上高は前年同期比4.3％減の35億89百万円となりました。セグメント利益は樹脂原材

料価格の高騰が続き前年同期比10.1％減の７億91百万円となりました。

 

〔商品販売事業〕

 商品販売事業におきましては、メータボックスなどの売上が堅調に推移しましたが、フレキシブル継手・波状管

の売上が減少し、売上高は前年同期比1.1％減の32億83百万円、セグメント利益は前年同期比1.6％減の４億45百万

円となりました。

 

 

（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年３月期の業績予想につきましては、平成27年２月５日に公表いたしました「業績予想の修正に関するお

お知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく割引率（単一割引率）から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が60百万円減少し、繰延税金負債が21百万

円、利益剰余金が39百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（スクラップ売却取引について）

 水道メータ取引に関連して発生する棚卸資産（スクラップ）の売却取引については、従来、「営業外収益」の

「スクラップ売却益」に計上しておりましたが、当該取引を継続的に強化してきた結果、金額的重要性が増して

きたことから、実態をより適切に表すため、第１四半期連結会計期間より「売上高」と「売上原価」に含めて表

示する方法に変更いたしました。

 当該変更を反映させるため、前年四半期及び前連結会計年度については組替後の四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表となっております。

 この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書における「売上高」は１億４百万円増加、「売

上原価」は24百万円増加、「売上総利益」及び「営業利益」はそれぞれ80百万円増加、「経常利益」及び「税金

等調整前四半期純利益」はそれぞれ14百万円減少しております。

 また、前連結会計年度の連結貸借対照表における「受取手形及び売掛金」は15百万円増加、「流動資産」の

「その他」は15百万円減少しております。

 

（厚生年金基金の特例解散）

 当社が加入する「全日本バルブ厚生年金基金」は、平成26年９月26日開催の代議員会で特例解散の方針を決議

いたしました。同基金の解散に伴い費用の発生が見込まれますが、解散に伴う費用の金額と業績に与える影響に

つきましては、現時点では不確定要素が多く、合理的な見積金額の算定ができません。見積金額が判明した時点

で、損失計上をいたします。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,657 10,572 

受取手形及び売掛金 7,819 7,359 

電子記録債権 2,157 3,115 

有価証券 － 601 

商品及び製品 2,759 3,318 

仕掛品 83 141 

原材料及び貯蔵品 915 1,025 

繰延税金資産 131 44 

その他 177 153 

貸倒引当金 △1 △1 

流動資産合計 24,700 26,330 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,666 2,554 

機械装置及び運搬具（純額） 664 625 

土地 5,758 5,756 

建設仮勘定 1 15 

その他（純額） 161 156 

有形固定資産合計 9,252 9,109 

無形固定資産 155 154 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,288 2,110 

長期貸付金 17 14 

保険積立金 694 957 

繰延税金資産 0 － 

その他 126 231 

貸倒引当金 △15 △15 

投資その他の資産合計 3,113 3,298 

固定資産合計 12,521 12,561 

資産合計 37,222 38,892 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,320 6,598 

未払法人税等 458 63 

賞与引当金 204 62 

役員賞与引当金 42 28 

その他 694 984 

流動負債合計 6,720 7,737 

固定負債    

繰延税金負債 218 284 

退職給付に係る負債 452 378 

資産除去債務 4 4 

その他 66 68 

固定負債合計 742 736 

負債合計 7,462 8,473 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,358 3,358 

資本剰余金 3,711 3,711 

利益剰余金 22,434 22,984 

自己株式 △694 △694 

株主資本合計 28,809 29,360 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 717 800 

為替換算調整勘定 211 242 

退職給付に係る調整累計額 19 15 

その他の包括利益累計額合計 949 1,058 

純資産合計 29,759 30,418 

負債純資産合計 37,222 38,892 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 18,993 18,230 

売上原価 13,645 13,022 

売上総利益 5,347 5,207 

販売費及び一般管理費 3,849 3,826 

営業利益 1,498 1,381 

営業外収益    

受取利息 11 13 

受取配当金 30 32 

保険解約返戻金 17 － 

為替差益 － 49 

その他 21 30 

営業外収益合計 81 125 

営業外費用    

売上割引 20 21 

為替差損 16 － 

その他 0 0 

営業外費用合計 37 21 

経常利益 1,542 1,484 

特別利益    

固定資産売却益 － 2 

投資有価証券売却益 59 － 

特別利益合計 59 2 

特別損失    

固定資産売却損 － 0 

固定資産除却損 6 4 

特別損失合計 6 4 

税金等調整前四半期純利益 1,596 1,482 

法人税等 624 552 

少数株主損益調整前四半期純利益 971 930 

四半期純利益 971 930 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 971 930 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 113 82 

為替換算調整勘定 175 30 

退職給付に係る調整額 － △4 

その他の包括利益合計 289 108 

四半期包括利益 1,260 1,039 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,260 1,039 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期 

連結損益 

計算書 

計上額 

（注）３ 

  埋設事業 地上事業 
商品販売 

事業 
計 

売上高                

外部顧客への売上高 11,394 3,749 3,321 18,465 527 18,993 － 18,993 

セグメント間の内部売上高

または振替高 
0 376 16 393 1,135 1,528 △1,528 － 

計 11,394 4,126 3,337 18,858 1,662 20,521 △1,528 18,993 

セグメント利益 2,911 880 452 4,245 140 4,385 △2,887 1,498 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社等を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

    セグメント利益の調整額△2,887百万円は、セグメント間取引消去△６百万円及び各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△2,880百万円であります。各報告セグメントに配分されていない全社費用は、主に提出会

社の報告セグメントに配分されていない全社費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．「追加情報（スクラップ売却取引について）」に記載のとおり、水道メータ取引に関連して発生する棚卸資産

（スクラップ）の売却取引については、従来、「営業外収益」の「スクラップ売却益」に計上しておりました

が、当該取引を継続的に強化してきた結果、金額的重要性が増してきたことから、実態をより適切に表すため、

第１四半期連結会計期間より「売上高」と「売上原価」に含めて表示する方法に変更いたしました。よって、商

品販売事業は当該変更を反映した組替後の数値を記載しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期 

連結損益 

計算書 

計上額 

（注）３ 

  埋設事業 地上事業 
商品販売 

事業 
計 

売上高                

外部顧客への売上高 10,708 3,589 3,283 17,581 649 18,230 － 18,230 

セグメント間の内部売上高

または振替高 
0 363 16 380 1,022 1,402 △1,402 － 

計 10,708 3,952 3,299 17,961 1,671 19,632 △1,402 18,230 

セグメント利益 2,916 791 445 4,153 115 4,269 △2,888 1,381 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社等を含んでおります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

    セグメント利益の調整額△2,888百万円は、セグメント間取引消去△８百万円及び各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△2,880百万円であります。各報告セグメントに配分されていない全社費用は、主に提出会

社の報告セグメントに配分されていない全社費用であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変

更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

なお、当該変更がセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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